
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
十
四
回
）

〇
万
葉
集
に
は
全
国
各
地
に
詠
ま
れ
た
故
地
が
あ
る
歌
が
あ

る
。
そ
の
一
首
に
次
の
歌
が
あ
る
。

「取
替
川
（鳥
飼
川
）」

～
福
岡
市
鳥
飼
～

洗
い
衣き

ぬ

取
替

と
り
か
ひ

川
の

川か
わ

淀よ
ど

の

淀
ま
む
心

思
ひ
か
ね
つ
も

巻
十
二
―
三
〇
一
九 
 
作
者

未

詳

（
解
説
）

あ
な
た
を
恋
し
く
思
う
私
の
心
は
、
鳥
飼
川
の
淵
の
よ
う
に
よ
ど
む
こ
と
が
あ

ろ
う
と
は
決
し
て
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
も
よ
ど
み
な
く
思
い
続
け
て
お
り
ま

す
。
と
恋
心
を
川
の
流
れ
に
例
え
た
一
首
。

・
題
詞
は
「
物
に
寄
せ
て
思
い
を
述
べ
る
」
で
あ
る
。

「
九
州
の
万
葉
」
滝
口
弘
著
に
よ
る
と
「
取
替
」
は
「
と
り
か
い
」
で
、
鳥
類

飼
育
の
意
味
で
あ
っ
て
、
取
替
川
は
鳥
飼
川
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
我
が
国
に

は
古
く
鳥
飼
と
い
う
地
名
が
各
地
に
あ
っ
て
、
こ
の
歌
の
取
替
川
で
は
な
い
か



と
考
え
ら
れ
て
い
る
故
地
が
何
か
所
か
あ
る
と
し
、
大
和
の
国
・
生
駒
郡
法
隆

寺
を
流
れ
、
竜
田
川
に
注
ぐ
斑
鳩

い
か
る
が

の
冨
の
小
川
。
兵
庫
県
津
名
郡
鳥
飼
村
の
川
、

摂
津
国
三
島
郡
の
淀
川
北
岸
の
鳥
飼
、
さ
ら
に
九
州
に
も
久
留
米
市
西
大
石
町

を
流
れ
る
金
丸
川
、
三
井
郡
大
刀
洗
町
の
鳥
飼
、
こ
こ
は
古
代
鳥
飼
所
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
、
そ
こ
を
流
れ
る
鳥
飼
川
。
こ
れ
ら
の
川
其
々
が
取
替
川
で
は
な

か
ろ
う
か
と
の
説
が
あ
る
。

・
な
お
、
今
日
の
福
岡
市
の
鳥
飼
川
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
あ
る
。「
今

の
地
行
町
（
中
央
区
）
一
帯
で
、
鳥
飼
川
が
流
れ
、
鳥
飼
八
幡
宮
も
あ
る
。」

ま
た
、
こ
の
地
は
「
古
く
は
水
溜
り
の
湿
地
帯
で
博
多
湾
か
ら
湾
入
す
る
入
江

で
あ
っ
た
草
加
江
（
千
賀
浦
と
も
い
う
）
に
臨
ん
で
い
て
、
古
く
は
鳥
を
飼
育

す
る
こ
と
を
業
と
し
た
鳥
飼
氏
が
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
、
こ
の
付
近

に
は
近
世
ま
で
鳥
類
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。

現
在
、
こ
の
地
域
一
帯
に
は
鳥
飼
川
あ
る
い
は
取
替
川
の
名
は
見
当
た
ら
な
い

が
、
こ
の
地
に
は
福
岡
市
南
西
部
（
現
・
城
南
区
、
南
区
、
早
良
区
の
境
）
に

あ
る
、
山
の
名
を
聖
武
天
皇
の
代
に
清
賀
と
い
う
僧
が
こ
の
山
に
住
み
、
ゴ
マ

油
を
作
り
近
く
の
お
寺
に
灯
火
油
と
し
て
送
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
由
来
す
る

と
伝
え
ら
れ
る
「
油

山

あ
ぶ
ら
や
ま

（
標
高
５
９
７
ｍ
）
」
を
源
流
と
し
、
福
岡
市
街
地
を

蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
博
多
湾
へ
注
ぐ
全
長
約
１
３
ｋ
ｍ
の
樋ひ

井
川

い

が

わ

（
江
戸
時
代



は
田
嶋
川
と
呼
ば
れ
た
）
が
流
れ
て
い
る
。

・
樋
井
川
流
域
に
は
昔
、
鳥
飼
村
（
現
・
鳥
飼
）
が
あ
り
、
鳥
飼
八
幡
宮
も
近

く
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
飼
地
域
を
流
れ
る
川
と
し
て
、
こ
の
樋
井
川
が
万
葉

集
に
詠
わ
れ
て
い
る
取
替
（
鳥
飼
）
川
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
な
お
、
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺

し
ゅ
う
い

に
は
鳥
飼
村
に
つ
い
て
「
日
本
記
に
垂す

い

仁に
ん

天
皇

て
ん
の
う

（
第
十
一
代

天
皇
、
）
の
御
世
に
、
鳥
飼
部

と
り
か
い
べ

を
始
め
て
置
か
れ
し
よ
し
見
え

た
れ
ハ
、
鳥
飼
村
の
名
も
其
の
鳥
飼
部
の
住
た
り
し
故
の
遺
名
な
る
べ
し
。
古

来
よ
り
此
村
に
鳥
飼
氏
の
人
の
有
し
こ
と
若
八
幡
宮
（
後
に
「
鳥
飼
八
幡
宮
」

と
な
る
。）
縁
起
ま
た
は
本
編
に
も
見
え
た
り
。
」
と
あ
る
。

「
鳥
飼
部

と
り
か
い
べ

」
と
は
古
代
、
鳥
を
捕
獲
し
飼
育
す
る
技
術
を
世
襲
し
、
そ
れ
を
職

業
と
し
た
人
民
の
組
織
で
、
そ
の
居
住
地
に
は
鳥
飼
と
い
う
地
名
が
つ
い
た
と

い
う
説
が
あ
る
。

こ
の
「
鳥
飼
」
と
い
う
地
名
は
全
国
に
い
く
つ
か
あ
る
が
福
岡
市
内
に
は
筑
前

国
早
良
郡
鳥
飼
村
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
村
の
一
部
で
あ
っ
た
地
に
現
在
、
福
岡

市
中
央
区
鳥
飼
お
よ
び
城
南
区
鳥
飼
の
名
が
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
。
「
鳥
飼
村
は
鳥
飼
氏
の
旧

邑

き
ゅ
う
む
ら

な
り
、
此
の

家
は
神
功
皇
后
に
御
饌

ご

せ

ん

（
貴
人
の
御
膳
に
用
い
る
米
）
を
奉
り

ま

つ

り

し
人
の
子
孫
に

て
、
天
正
（
１
５
７
３
～
１
５
９
２
年
）
の
頃
ま
で
そ
の
裔え

い

（
子
孫
）
存
す
と



言
へ
り
。」
と
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
古
地
図
の
中
の
福
岡
・
博
多
」
に
は
、
鳥
飼
八
幡
宮
の

縁
起
に
つ
い
て
、
神
功
皇
后
が
新
羅
か
ら
凱
旋
し
帰
朝
の
折
、
こ
の
地
で
鳥
飼

氏
が
差
し
上
げ
た
夕
餉

ゆ

う

げ

を
賞
美
さ
れ
た
の
で
、
後
世
、
鳥
飼
氏
が
そ
こ
に

廟
び
ょ
う

（
や
し
ろ
）
を
建
て
若
八
幡
宮
と
号
し
た
と
あ
る
。

・
若
八
幡
宮
跡
地
に
神
功
皇
后
が
滞
在
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
大
正
時
代
に
地

元
有
志
が
「
神
功
皇
后
御
駐
輦

お
ち
ゅ
う
れ
ん

の
跡
」
と
の
碑
を
建
て
た
。

・
記
念
碑
は
現
在
、
南
当
仁

み
な
み
と
う
じ
ん

小
学
校
裏
門
前
の
県
営
団
地
内
に
あ
る
小
公
園

内
（
中
央
区
鳥
飼
二
丁
目
）
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。



・
ま
た
福
岡
古
図
に
は
「
鳥
飼
若
八
幡
宮
む
か
し
ハ
鳥
飼
村
ニ
有
、
長
政
君
、

慶
長
十
三
年
別
野
を
構
玉
ふ
、
其
境
内
に
有
り
し
故
今
の
地
ニ
移
さ
セ
ら
る
。」

と
の
書
き
込
み
が
あ
る
と
の
こ
と
。

・
慶
長
十
三
年
（
１
６
０
８
）
、
福
岡
藩
初
代
藩
主
・
黒
田
長
政
が
鳥
飼
村
平

山
（
現
・
中
央
区
鳥
飼
二
丁
目
に
あ
る
南
当
仁
小
学
校
の
校
内
）
に
別
屋
（
茶

室
）
を
設
け
る
に
あ
た
り
、
そ
の
境
内
に
あ
っ
た
鳥
飼
若
八
幡
宮
を
こ
の
地
か

ら
北
西
へ
約
６
０
０
ｍ
離
れ
た
今
の
明
治
通
に
面
す
る
中
央
区
今
川
二
丁
目

（
地
下
鉄
「
西
新
駅
」
と
「
唐
人
駅
」
の
中
間
地
）
に
移
し
神
功
皇
后
、
応
神

天
皇
、
玉
依
姫

た
ま
よ
り
ひ
め
の

尊
み
こ
と

を
祭
神
と
し
た
「
鳥
飼
八
幡
宮
」
と
し
て
遷
座
し
て
い
る
。

な
お
、
境
内
に
は
当
神
社
創
建
に
関
わ
り
が
あ
り
、
神
功
皇
后
を
も
て
な
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
鳥
飼
氏
の
始
祖
を
祀
っ
た
祠
が
あ
る
。

（
写
生
地
）

鳥
飼
八
幡
宮
は
東
側
を
流
れ
る
桶
井
川
と
、
西
側
に
あ
る
古
代
福
岡
湾
の
入

江
で
あ
っ
た
今
、
大
濠
公
園
の
中
間
地
の
福
岡
市
の
都
心
部
に
位
置
し
、
周
辺

は
都
市
化
が
進
み
、
ビ
ル
が
多
く
建
つ
中
、
市
内
に
少
な
く
な
っ
た
こ
ん
も
り

と
し
た
森
に
囲
ま
れ
古
代
か
ら
の
歴
史
を
伝
え
る
か
の
よ
う
に
鎮
座
し
て
い

る
。
神
社
の
南
前
を
東
西
に
通
る
旧
唐
津
街
道
側
か
ら
神
社
境
内
を
描
く
。（
杏

花
）



・「
新
修
・
福
岡
市
史
」
に
は
福
岡
市
内
の
景
観
は
江
戸
時
代
の
慶
長
六
年
（
１

６
０
１
）
か
ら
始
ま
っ
た
福
岡
城
（
福
岡
市
中
央
区
城
内
・
別
名
＝
舞
鶴
城
）

の
築
城
に
よ
り
大
き
く
変
わ
っ
た
と
あ
る
。

・
古
図
（
慶
長
筑
前
国
絵
図
）
に
は
、
当
時
で
き
あ
が
っ
た
ば
か
り
の
福
岡
城

の
西
側
に
は
、
博
多
湾
か
ら
湾
入
し
た
入
江
が
描
か
れ
て
い
る
。

・
こ
の
入
江
は
万
葉
集
に
も
「
草
香
江
の
入
江
」
と
し
て
大
宰
府
帥
（
長
官
）

だ
っ
た
大
伴
旅
人
の
歌
で
「
草
香
江
の

入
江
に
あ
さ
る

あ
し
鶴
の

あ
な

た
づ
た
づ
し

友
無
し
に
し
て
」（
巻
四
―
５
７
５
）
と
「
草
香
江
」
が
詠
わ

れ
て
い
る
。



こ
の
博
多
湾
か
ら
湾
入
し
た
入
江
「
草
香
江
」
を
福
岡
城
築
城
の
際
に
浚

渫

し
ゅ
ん
せ
つ

し
、
一
部
を
埋
め
立
て
、
福
岡
城
の
西
側
を
守
る
堀
を
作
っ
た
。
江
戸
時
代
に

は
「
大
堀
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
現
在
の
大
濠
公
園
で
あ
る
。

〇
樋
井
川
は
福
岡
城
築
城
前
ま
で
、
博
多
湾
の
入
江
（
現
・
大
濠
公
園
）
に

注
い
で
い
た
の
を
築
城
時
に
西
に
廻
し
、
現
在
の
流
れ
で
あ
る
直
接
、
博
多
湾

に
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
の
が
古
図
か
ら
見
て
と
れ
る
。

（
写
生
地
）
福
岡
湾
に
注
ぐ
樋
井
川
河
口
よ
り
約
２
、
５
キ
ロ
上
流
の
東
に
中

央
区
鳥
飼
一
丁
目
、
西
に
城
南
区
鳥
飼
四
丁
目
の
間
を
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
る

樋
井
川
の
上
流
風
景
お
よ
び
下
流
風
景
を
西
岸
か
ら
描
く
。（
杏
花
）

こ
の
地
の
東
隣
接
地
に
神
功
皇
后
が
こ
の
地
で
夕
餉
を
食
し
た
と
い
う
伝
説

が
残
る
鳥
飼
八
幡
宮
の
旧
地
と
樋
井
川
が
注
い
で
い
た
古
代
、
博
多
湾
か
ら
湾

入
し
て
い
た
入
江
で
あ
り
、
現
在
、
福
岡
市
民
の
オ
ア
シ
ス
と
な
っ
た
大
濠
公

園
が
あ
る
。

・
現
在
の
樋
井
川
は
河
口
部
で
プ
ロ
野
球
「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
」
の
本
拠
地
「
福

岡
ヤ
フ
ー
ド
ー
ム
」
の
西
横
を
流
れ
博
多
湾
に
注
い
で
い
る
。

（
参
考
文
献
）・「
九
州
の
万
葉
」
滝
口
弘
著

・
博
多
郷
土
史
事
典

 
 
 
 
 
 

・
古
地
図
の
中
の
福
岡
、
博
多

・
新
修
福
岡
市
史
な
ど



〈
写
生
地
１
〉「
鳥
飼
」
か
ら
市
街
地
を
流
れ
る
樋
井
川
上
流
風
景
を
描
く
。

（
写
生
地
２
）「
鳥
飼
」
か
ら
市
街
地
を
流
れ
る
樋
井
川
下
流
風
景
を
描
く
。


